
医学的な管理・治療を行います。

退院後の生活にむけた日常生活活動（トイレ・
更衣・食事など）の支援や、精神的サポートを
行います。

生活援助を中心に、安心・安全に
過ごせるように努めます。

日常生活における基本動作（起きる・
歩くなど）能力と活動性の向上を
目指した支援を行います。

言葉によるコミュニケーションに問題があったり、
摂食・嚥下に問題がある患者様に、専門的支援を
提供します。

患者様に応じた実生活に必要な動作）食事・
更衣・家事など）の支援を行います。

専門的な視点から、口腔内の衛生管理を行い、
また食べられる口づくりを支援します。

患者様やご家族が管理できるよう
支援します。

患者様の疾患や体調にあわせ適切に栄養を
摂れるよう支援します。

医療・福祉・介護制度の相談窓口として患者様
やご家族からお話をうかがい社会資源の紹介や
外部機関との連絡・調整を行います。
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Ⅰ たくさんの職種がサポートしています。
　 回復期リハビリテーション病棟、たくさんの職種が１つのチームとなって、患者さまやご家族を
　 サポートしています。それぞれの職種の役割は下の図のとおりです。



Ⅱ 入院生活そのものがリハビリです。
　 自宅での生活に近い生活をします。朝起きたらパジャマから日中を過ごす服に着替え、食事は
　 ベッドではなく食道で、排泄もベッド上ではなくトイレやポータブルトイレで、また入浴も
　 浴槽で行います。訓練室で出来るようになったことを日常生活のなかで自然に行えるように
　 していくことが目的です。

車いすでの生活

訓練で

歩けるように



Ⅲ 出来るところはご自身でやっていただきます。
　 訓練室での訓練だけがリハビリテーションではありません。病棟での生活も訓練の一環です。
　 そのため、あえて看護師はお手伝いをしないこともあります。決して意地悪でやっていることではありません。
　 どうしてもできないところは、もちろんお手伝いいたします。
　 少しずつ出来ることを増やしていきましょう。


